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1　は　じ　め　に

フリージアは．球根からの栽培が一般的であり，休眠打
破球を冷蔵処理し年内出荷する超促成から∴無処理球を秋
に植え付け春に採花する普通栽培まで幅広い作型で栽培さ
れている。ところが最近になり，球根生産者の高齢化，球
根産地での球根生産から切花生産への転換などから球根の
生産量が減少しており，良質球根の入手が年々困難になっ
ている。そこで，フリージアの種子からの栽培に者目し，
その栽培法を確立するため，種子の催芽処理の方法とその
効果．及び播種時期が生育，開花に及ぼす影響について検
討を行った。

2　試　験　方　法

（1）試験1：催芽処理方法（種子の吸水と処理期間）
1）試験年次：1992年～1993年
2）供試品種：ロイヤルクラウン
3）供試場所：育苗は約40％遮光の雨よけパイプハウ

スで行い，最低気温7℃の加温パイプハウス（土壌条件：
砂丘未熟土）に定植した。

4）試験構成：表1に示すとおり①吸水処理（種子を
水温20～22℃の流水中で24時間吸水）の有無と，②湿冷蔵
（15±1℃）処理期間を組み合わせ6区を設定した。

5）耕種概要：8月20日にセルトレイ（128穴）に播

表1催芽処理方法と発芽率等

種し，10月6日ハウスに定植した。栽植距離は，うね幅
180C，株間10皿の8条植え（4．444株／a）．施肥垣は窒素
成分量で2．2厄／aとした。

6）試験規模：種子は60～100校供試し，1区32－80
株定植した。
（2）試験2：催芽処理と播種時期

1）試験年次：1991年～1992年
2）供試場所：育苗は試験1と同じで，内張りカーテ

ン被覆の無加温パイプハウスに定植した。
3）試験構成：表4に示すとおり①催芽処理（吸水後

約20日処理）の有無と，②播種時期を組み合わせ10区を設
定した。

4）耕種概要：定植は本葉3～4枚展開時を目標に行
い，うね幅125m，株間10cmの6条植え（4，800株／a）とし
た。その他は試験1に準じた。

3　結果及び考察

（1）試験l：催芽処理方法（種子の吸水と処理期間）
1）発芽率等：催芽処理終了時（播種時）の生育は処

理期間が長いはど発芽ステージの進んだものが多く，21［］
処理区は初生糞，根ともかなり伸び．播種作業に支障をき
たすものが多かった。吸水処理の影響はいずれの処理期間
にも認められ．発芽を促進する傾向が明らかであった。供
試種子数に対する成苗率は，催芽処理期間が良いほど．ま
た吸水することにより高くなる傾向があった。（表1）
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注．1）成苗率＝定植可能株数÷催芽処理種子数 00×

2）開花（採花）時期と枝切り収量：頂花の平均開花
日はいずれの区とも3月上旬，枝切りの採花期間も3月上
～4月中旬となり，処理方法による大きな差は認められな
かった。枝切り収量は，処理期間が長いほどまた吸水処理
により総収量，商品・A品収量が多くなった。（衰2）

3）切花品質：処理期間が長いはど全長，草丈が長く
棄数も多くなる傾向があったが，その他には大きな差は認
められなかった。（表3）

4）以上のことから，催芽処理方法として．催芽温度
15℃条件下では処理期間は15～20日間が適当であり，処理
開始前に流水中で吸水（24時間）させることにより発芽が
早く，成甫率も向上することが明らかとなった。
（2）試験2：催芽処理と播種時期

1）生育：定植時の生育は，区により展開菓数に幅が

（初生彙良．根良は大きい方から15個休調査）

あるが，早く播種した区ほど草丈は長くなった。本妻1枚
を展開するのに必要とする日数（1葉展開所要目数）は催
芽処理により大幅に短縮され，催芽処理期間を含めても無
処理に比べ約7～8日短くなっており，催芽処理が生育を
促進する効果のあることが明らかになった。（表4）

2）開花（採花）時期と枝切り収量：頂花の平均採花
札枝切り採花日は，催芽処理各区がいずれも早く，また
播種が早いほど早くなった。無加温栽培のため3月末より
開花する区が多かったが，試験1の開花時期も考慮すると，
加温栽培の場合その差は大きくなるものと思われる。枝切
り収量は，開花の早い区はど多くなったが．商品・A品収
量は催芽処理有の8月21日までの播種各区，催芽無処理で
は7月20日播種区が多かった。（表5）
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表2　催芽処理方法と開花（採花）期，枝切り収量

試　験　区　　　　　　　頂　　　花

（月．日±SD）

枝切り採花日ll a当たり換算収量

吸水　処理日数　　′苦聖璧且、　　始期 終　期　　　総収量　　　商　品　　　A　品
（月．日）　（月．日）　（千本）　（千本）　（千本）

有
無
有
無
有
無

H
H
日
R
H
日
R
H
R
－

2
1
2
1
1
6
1

6
9
9

3．7±4．3
3．3±3．3
3．7±4．8
3．10±5．5
3．4±4．2
3．12±2．9

往．1）始期＝10％採花［】終期＝90％採花日

義3　催芽処理方法と切花品質

験　区　　　　A EU　　♯＋2，　菰　払　　　　主茎花い全長‖　　草丈2－　　乗　数

（C血）　　（Ⅷ）　　（枚）

主茎花らい数
エ埼　　†入　　　水　臥　　切花長　　切花垂　　頂　花　　第1側枝　第2側枝吸　水　　処理日数　　′川、

（CⅡl）　　（g）　　（個）　　（個）　　（個）
有
無
有
無
有
無

日
日
H
H
日
R
〓
∪

2
1
2
1
1

6
1
6
9
9

68．4

64．2

65．9

67．5
58．4

61．8

49．4

49．5

51．4

47．5

42．0
39．5

注．1）全長　頂花までの長さ
2）草丈　最良葉の長さ。
3）主茎花　枝切り切花長，切花垂。

表4　催芽処理の有無．播種日と生育

試験区　　凸は∩　定植時生育　1糞展開所要目数
催　播種目　礼胆∪　草丈　糞数　播種後　催芽後
芽　（月．臼）（月．日）（cIn）（枚）（日）（日）

7．20

8．5

有　　8．21
9．7
9．21

9．10　18．0　　3．6
9．25　16．7　　3．7

10．4　15．2　　3．1

10．17　13．9　　3．2
11．20　11．7　　2．8

14．4　　20．0
13．5　18．9

14．7　　21．0

12．5　19．8
21．4　　27．9

7．20

8．5

無　　8．21
9．7

9．21

10．4　12．7　　2．8　　27．1
10．17　　9．8　　2．7　　27．0

日．20　11．5　　3．1　　29．4
11．20　　9．1　2．7　　27．0
12．16　10．1　　2．6　　33．5

3）切花品質，子球等：開花の早かった区はど全長お
よび草丈が良く，花らい数も多く切花品質は良かった。学
資は催芽処理有8月5日，21日播種区が優れた。子球木子
の生育は，地上部の生育と同様に定植が早く開花の早かっ
た区はど旺盛であった。（表6）
4）以上のことから．無加温栽培では，催芽処理種子は

9月7日まで，無処理種子は8月5日までに播種すれば，
3月下旬より採花が可能であるが．品質の良い枝切りフリー
ジアを得るには催芽処理種子を8月5～21日に播種するの
が良かった。

4　ま　と　め

フリージアの種子からの栽培法について検討したところ

表6　催芽処理の有無，播種日と切花品質

衰5　催芽処理の有無．播種日と開花（採花）期一収量

試　験　区　頂花平均　技切り採花日　　　a当たり換劉過

催　播種日　開花日　始期　終期　総収量　商品　A品

芽　（月．H）（月．日）（月．円）（月．日）（千本）（千本）（千本）
7．20

8．5

有　　8．21
9．7

9．21

3．29　　3．26

4．1　3．30

4．2　　3．30

4．2　　3．30

4．15　　4．13

4．21　11．8　　7．1　　2，8

4．24　12．8　　9，5　　3．8

4．27　11．9　　7．6　　3，5

4．27　11．4　　6．6　　1．7

5．6　　7．2　　2．5　　0．6

7．20

8，5

無　　8．21
9．7

9．21

4．1　3．30　　4．27

4．4　　3．30　　4．30

4．22　　4．13　　5．6

4．18　　4．9　　5．6

4．26　　4．16　　5．6

11．6　　8．4　　4．0

日．0　　6．6　　1．2
8．3　　2．8　　0．0

8．0　　3．0　　0．1

7．4　　2．5　　0．5

以下のような結果を得た。
（1）催芽処理は，フリージアの生育を促進し，切花収量・

品質を向上させる効果があった。催芽処理の方法としては，
催芽温度15℃の場合，処理期間は15～20日が適当であり，
処理開始前に流水中で吸水（24時間）させることにより発
芽が早まり，成苗率が向上した。

（2）無加温栽培の場合，催芽処理種子は9月上旬，無処
理種子は8月上旬までに播種すれば，3月下旬より採花が
可能である。しかし，品質の良い枝切りフリージアを得る
には催芽処理種子を8月上～中旬に播種するのか良く，約
2本／株の商品と10－15gの子球及び2g前後の子球を約
8個得ることができた。

試　験　区　　　　A E　　緯　＋　　鵡　払　　　　主　茎　花　　　　頂花花　　　　子球・木子
数彙全　長　　草　丈

催　芽
播種日　　工　八　　千　人　　粥　瓢　　切花長　　切花垂　　らい数　　子球垂　　木子数
（月．日）　（cIn）　　（00）　　（枚）　　（Ⅲ）　　（g）　　（個）　　（ ）　　（個）

有

7．20
8．5

8．21

9．7
9．21

70．7
72．9

71．6

50．5
41．8

52．4
52．5

48．9

31．7
25．3

12．6
11．5

10．2

8．6
7＿1

53．9
55．4

53．3

39．9
32．3

22．7
25．3

26．6

13．9
11．8

8．0

7．9
7．8

6，4
5．1

20．8

13．8
12．2

9．8

6．1

7．1

7．9
8．9

7．6

7．0

61．9
53．4

36．9

37．2
35．8

9．6

8．8

7．7
7．0

6．7

45．9

41．1

29．5

28．9
27．2
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40．7
35．5

21．2

20．5
20．3

7．20

臥　5

臥21
9．7
9．21

18．0
16．1

6．7

5．8
6．2

6．4
6．1

5．4

5．6
4．7

13．2
8．1

5．6

3．9
4．6

8．7
6．9

5．3

4．9
4．2


